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論   文         

 

女性声優の演技音声における年齢・性別の表現と関連する音響特徴量* 

 

林大輔*1   森勢将雅*2 

 

 [要旨]  本研究では，女性声優が異なる年齢・性別を意図した演技音声を用いて，聴取実験ならびに音響

特徴量の解析を行った。その結果，意図した 5 キャラクター（幼い少女・中高生程度の少女，大人の女性，

老婆，少年）の聴取印象がそれぞれ異なっていることが示された。また，キャラクター表現と関連する音響

特徴量について，女性 4 キャラクターについては実際の加齢変化との関連が見て取れた一方で，少年声につ

いては特有の表現が用いられている可能性が示唆された。考察では，より幅広いキャラクター表現を対象と

することで研究を発展させられる可能性を議論しつつ，メディア芸術におけるキャラクター表現の理解深耕

や工学応用に向けた展望を述べる。 
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1. はじめに 

 

ヒトが発する音声には，言語をはじめとした様々な情

報が含まれており，その中には発話者自身に関する年齢

や性別といった情報も含まれている[1,2]。これらの発話

者自身に関する情報は，発話者の身体と密接に関わって

いる。たとえば，大人に比べて子供の方が，あるいは男

性に比べて女性の方が平均的に体が小さいため，子供の

方が声帯も声道も短く，結果として基本周波数とスペク

トル重心は高くなる[2,3,4,5,6,7]。このように，それぞれ

の人の身体的な特性が声には反映されることもあり，年

齢や性別などの一般的な情報だけでなく「声の持ち主が

誰であるか」という個人性に関する情報も，声から知る

ことができる。すなわち，通常，発達や病気による変化

は別として，ある時点におけるある人の声に含まれる情

報は，言語や感情，意図などの情報が変わることはって

も，年齢や性別，個人性に関する情報は基本的に変化し

ないと考えられる。 

しかし，同一の人であっても，異なる年齢や性別に聞

こえる音声を発することは可能であり，その顕著な例が

声優の演技音声である。声優は様々な年齢のキャラクタ

ーを演じることがあり，また特に日本においては，女性

声優が少年，すなわち男性を演じることも珍しくない

[8]。つまり声優の演技音声は，年齢や性別といった情報

と「誰であるのか」という個人性に関する情報が乖離し

うる音声であり，ヒトが音声から発話者に関する情報を

処理し，知覚するメカニズムを理解する上で有用な刺激

となりうる[9]。 

では，声優は同一の人物でありながら，どのように年

齢や性別を演じ分けているのであろうか。この点につい

て，これまでにいくつかの研究が行われてきている。た

とえば，声優のボイスサンプルを用いて，異なる年齢・

性別のキャラクターを演じた音声についての聴取実験

を行った研究や[9]，同一の声優が男性と女性を演じた

際の音響特徴量の違いについて調べた研究が存在する

[10,11]。また，年齢や性別ではなく，より広い意味での

“キャラクター”に関する演技音声について，その音響

特 徴 量 に 関 す る 研 究 が 行 わ れ て い る

[12,13,14,15,16,17,18]。しかしながらこれらの研究では，

実際のアニメやゲーム，ドラマCD，あるいは声優事務

所のボイスサンプルなど，既存の音声データを抽出して

聴取実験や音響特徴量の解析を行っており，音声間で読

み上げている文章が異なっていたり，研究対象となる声

優が 1人のみなど限られた条件となっている。そこで本

研究では，同一の文章を，複数の声優が異なる年齢・性

別を意図して読み上げた音声を用いて，聴取実験ならび

に音響特徴量の解析を行う。その際，演じ分けとの関連

を検討するため，ある程度聴取印象との関係が示されて

いる，解釈性の高い音響特徴量を対象とする。その上で，

年齢・性別の演じ分けと関わる音響特徴量について，聴

取印象と音響特徴量との関係について重回帰分析を用

いて明らかにする。 
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2. 方法 

 

2.1 音声の収録 

株式会社マウスプロモーションへの業務委託を通じ

て，音声の収録を行った。10名の女性声優に，共通の5

キャラクター（幼い少女・中高生程度の少女，大人の女

性，老婆，少年）を演じながら，指定した文章を読み上

げてもらった。その際，幼い少女と少年は同年代を想定

している旨を教示した。文章は，日本声優統計学会が，

Wikipedia から文章を抜き出す形で作成した音素バラン

ス文をもとにして[19]，JSUTコーパス[20]で句読点が追

加され（JSUTコーパス版の改変済み声優統計コーパス

voiceactress100），つくよみちゃんコーパス[21]でイント

ネーションなどの補足情報が追加されたものから，10

文章を選定して用いた。音声はスタジオの防音室で収録

され，ノイズ除去などの後処理は行わずに，48 kHz，24 

bitのwavファイルで納品された。 

2.2 音声の主観評価実験 

クラウドワークスで募集した24歳～67歳の一般の方

100名（男性 65名，女性 35名，平均年齢 40.5歳，標準

偏差 7.91歳）を対象に，オンラインで実験を実施した。

参加者には同意説明書を画面上で提示し，ボタン押しに

より同意を取得した。なお，実験は事前に日本たばこ産

業株式会社の倫理委員会の承認を得て（RE-SE-2022-01），

株式会社イデアラボ協力のもと行われた。 

 評価対象は，女性声優 10名×5キャラクターの計 50

音声であった。参加者の負担低減のため，全音声を声優

2名ずつ（10音声ずつ）の 5セットに分けて，参加者は

いずれか 1 セットについて評定を行った。そのため，1

音声当たりの評価者は 20 名であった。音声は「森永の

おいしい牛乳は，濃い青色に，牛乳瓶をあしらったデザ

インの，パック牛乳である。」という文章を読み上げて

いるものを用いた。音声の提示時間は，1音声につき 10

秒程度であった。 

評価項目は，声質に関する日常表現語であり，先行研

究[22]が収集・抽出した 25 語を用いた。それぞれ 7 件

法（全く当てはまらない～とてもよく当てはまる）で評

定した。評定課題はjsPsych 6.3.0を用いて作成した[23]。 

参加者は自身のPCで実験に参加した。実験はヘッド

フォンまたはイヤフォンを装着した状態で実施し，音量

は始めに参加者自身が適切に調整した。課題内容を画面

上で説明したのち，JVSコーパス[24]に含まれる，本試

行と同一の文章を読み上げた音声を用いて，練習試行を

3試行実施した。その後の本試行では，20音声を参加者

ごとにランダム順で 1つずつ提示して評定を行った。実

験は 1人当たり 15～30分程度であった。 

2.3 音声の音響特徴量解析 

 まず，各音声ファイルについて，音素ラベリングを行

った。48 kHz・24 bitで収録された音声を16 kHz・16 bit

にダウンサンプリングし，連続音声認識ソフトウェアで

ある Julius 4.3.1 を用いて自動音素ラベリングを行った

[25]。音響モデルは，monophone モデルである

hmmdefs_monof_mix16_gidを用いた。 

 次に，音声分析合成システムである WORLD [26] 

(Harvest [27], D4C edition [28])の Python ラッパーである

pyworld 0.2.8をPython 3.6.9上で用いて，48 kHz・24 bit

である元の音声ファイルを対象に，基本周波数・スペク

トル包絡・非周期性指標の時系列情報を音声ごとに抽出

した。自動音素ラベリングの結果に基づいて，それぞれ

の時系列情報から母音部分のデータのみを取り出して，

後段の分析を行った。その際，基本周波数の推定結果が

0だったセグメントや，音声ごとの中央値より2倍以上

値が大きなセグメントは解析から除外した。これらの基

本周波数の時系列データから除外したセグメントは，ス

ペクトル包絡ならびに非周期指標の時系列データから

も除外した。 

 続けて，得られた基本周波数・スペクトル包絡・非周

期性指標それぞれの時系列データに基づいて，様々な音

声の音響特徴量を算出した。本実験では，全ての音声で

読み上げた文章（韻質）が共通していたため，広義の声

質（音声波から知覚される韻質以外の聴覚上の特質

[2,29]）に着目して，ヒトの聴覚印象との関連がこれま

でに示されている以下の音響特徴量を算出した。 

・基本周波数（mel）（中央値，標準偏差） 

・スペクトル重心（Hz）（中央値） 

・スペクトル傾斜（dB/Oct）（中央値） 

・倍音振幅差分（dB）（中央値） 

・平均パワー（dB）（中央値，標準偏差） 

・非周期性指標（単位なし）（中央値） 

以下，それぞれの特徴量について，基本周波数・スペク

トル包絡・非周期性指標いずれの時系列データに基づい

て算出したかによって，項を分けて詳細を記載する。な

お，上記に加えて，音素ラベリングの結果を用いて得ら

れた発話時間の長さおよび原稿の読点における無音時

間の長さに基づいて 

・話速（モーラ/秒） 

・ポーズ長（秒） 

を算出した。 

2.3.1 基本周波数に基づく特徴量 

基本周波数は，知覚的な声の高さと強く関連している

音響特徴量であり[30]，標準偏差で表すことのできる基

本周波数の変化の大きさは抑揚の大きさととらえるこ

とができる。本研究では，ヒトの聴取印象との関連に関
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心があるため，WORLDで抽出した各時間点における基

本周波数 f（Hz）を，ヒトの高さの知覚的尺度であるメ

ル尺度に以下の式に基づいて変換した上で[31]，時系列

データの中央値ならびに標準偏差を算出した（単位は

mel）。 

mel(𝑓) = 1127.01048 Log(
𝑓

700
+ 1)…(1) 

2.3.2 スペクトル包絡に基づく特徴量 

 WORLDで抽出したスペクトル包絡に基づいて，スペ

クトル重心・スペクトル傾斜・倍音振幅差分・平均パワ

ーを算出した。 

スペクトル重心は，知覚的な明るさと相関することが

報告されている[32]。以下の式に基づいて[33]，各時間点

におけるスペクトル重心を求め，時系列データの中央値

を算出した（単位はHz）。 

𝑆𝑐 =
∑ 𝑓(𝑘)𝐴(𝑘)
𝑁
2
𝑘=0

∑ 𝐴(𝑘)
𝑁
2
𝑘=0

…(2) 

𝑓(𝑘) =
𝑓𝑠
𝑁
𝑘…(3) 

なお，fsは標本化周波数（48 kHz）に，NはFFT長（2048）

に，A(k)は離散周波数番号 kにおける振幅（WORLDの

出力したパワースペクトルの平方根）に対応する。 

スペクトル傾斜はスペクトル包絡の傾きを表し，基本

的に負の値となるが，値が小さい（つまり傾きが急峻）

なほど高周波成分のパワーが小さく，値が大きい（つま

り傾きが緩やか）なほど高周波成分のパワーが大きいこ

とを表す。そして値が大きいほど（つまり高周波のパワ

ーが大きいほど），知覚的な印象としての気息性（息漏

れがあり柔らかい感じ）が高く知覚されると言われてい

る[34,35]。縦軸を対数パワー，横軸を周波数の対数とし

て，最小二乗法で線形単回帰（直線近似）を行った際の

回帰係数をスペクトル傾斜として各時間点において算

出し，その時系列データの中央値を用いた（単位は

dB/Oct）。その際，基本周波数や低域の倍音構造の影響

を除外するため，1000 Hz以上の周波数成分のみを用い

て分析を行った[36]。 

 倍音振幅差分は低域の調波構造に関する音響特徴量

であり，第1倍音の振幅から第 3倍音の振幅を引いた差

分を算出した。倍音振幅差分について，自発音声と演技

音声を比べた際に，自発音声よりも演技音声において値

が大きくなると報告されている[37]。第 1倍音の対数パ

ワーから第 3 倍音の対数パワーを引いた差分を各時間

点において算出し，その時系列データの中央値を用いた

（単位は dB）。 

 平均パワーは声の大きさと関連する音響特徴量であ

り，その標準偏差は声の大きさの変化（声の強弱のつけ

方）としてとらえることができる。各周波数における対

数パワーの平均値を各時間点で算出し，その時系列デー

タの中央値と標準偏差を用いた（単位は dB）。 

2.3.3 非周期性指標に基づく特徴量 

 非周期性指標は声のかすれ具合と関連するような雑

音成分であり[38]，波形全体のパワーに対する非周期的

な成分のパワーの割合として定義される[33]。WORLD

で抽出した非周期性指標について，その時系列データの

中央値を算出して用いた（単位なし）。 

 

3. 結果 

 

3.1 音声の主観評価結果 

データの解析には，R 3.6.1を用いた[39]。各音声に対

する各評価項目の評定結果について，参加者間の平均値

を算出し，得られたデータに基づいて 25 の評価項目の

情報を縮約するために主成分分析を行った。第3主成分

までの主成分負荷量ならびに寄与率を表-1に示した。 

続けて，各音声について第3主成分までの主成分得点

を算出し，キャラクター（幼い少女・中高生程度の少女，

大人の女性，老婆，少年）ごとに分けて箱ひげ図をプロ

ットした（図-1）。キャラクター間の主成分得点の差に

ついて，JASP 0.18.3[40]を用いて一要因分散分析を行っ

た。まず第 1主成分において，キャラクターの主効果が

有意であった（F (4, 45) = 127.9, p < .001, η2 = 0.92）。

Tukeyの補正に基づいて多重比較を行った結果，老婆＞

大人の女性＞中高生程度の少女≒少年＞幼い少女とい

う関係が示された（＞は ts (9) > 4.0, adjusted ps < .01であ

り，≒は t (9) = 0.42, adjusted p = .993）。次に第 2主成分

について，キャラクターの主効果が有意であった（F (4, 

45) = 68.4, p < .001, η2 = 0.86）。Tukeyの補正に基づいて

多重比較を行った結果，大人の女性＞中高生程度の少女

＞老婆≒少年≒幼い少女という関係が示された（＞は ts 

(9) > 4.2, adjusted ps < .001 であり，≒は ts (9) < 0.52, 

adjusted ps > .98）。最後に第 3主成分について，キャラク

ターの主効果が有意であった（F (4, 45) = 8.6, p < .001, η
2 = 0.43）。Tukeyの補正に基づいて多重比較を行った結

果，老婆・中高生程度の少女・幼い少女の間の差は有意

でなかった（ts (9) < 2.0, adjusted ps > .31）。少年は老婆・

中高生程度の少女・幼い少女の3キャラクターよりも値

が高く（ts (9) > 3.6, adjusted ps < .01），大人の女性との差

は有意でなかった（t (9) = 2.4, adjusted p = .14）。大人の女

性は幼い少女よりも値が高く（t (9) = 3.2, adjusted p = .02），

老婆・中高生程度の少女の2キャラクターとの差は有意

でなかった（ts (9) < 1.5, adjusted ps > .60）。 
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表-1 音声の主観評価の主成分分析結果 

3.2 音声の特徴量解析結果 

音声の各音響特徴量について，各キャラクター内で話

者間の平均値と標準誤差を算出して，表-2に示した。 

3.3 主観評価と音響特徴量との関係 

質問紙項目の第 1 主成分から第 3 主成分までの主成

分得点を目的変数，標準化した各音響特徴量を説明変数

として，50音声について，AIC（赤池情報量基準）に基

づいてステップワイズ法で重回帰分析を行った（表3）。

VIF（Variance Inflation Factor）は全ての変数において 5よ

りも小さかったため，多重線形性の懸念はないと判断し

た。 

 

4. 考察 

 

4.1 演技音声の主観的印象 

 評定項目の主成分負荷量（表-1）ならびに各キャラク

ターにおける主成分得点（図-1）に基づくと，第 1主成

分は年齢（主成分得点が高いほど年齢が高い），第 2 主

成分は「大人の女性らしさ」（色っぽい声，品のある声，

落ち着きのある声，澄んだ声，女性的な声などの評定項

目の負荷量が高い），第3主成分は「少年らしさ」（張り

のある声，太い声，迫力のある声などの評定項目の負荷

量が高い）を表現していると考えられる。第3主成分ま

でで累積寄与率が 93%であり，これら 3 つの要素で今

回の演技音声において意図した 5キャラクター（幼い少

女・中高生程度の少女，大人の女性，老婆，少年）の主

観的印象の違いが表現できると考えられる。 

 女性 4 キャラクター（幼い少女・中高生程度の少女，

大人の女性，老婆）については，基本的に年齢の違いが

大きな要素だと考えられるが，それに加えて「大人の女

性らしさ」らしきものが出ているのは興味深い点である。

4.2項でも記載する通り，たとえば話し方の 1つである

話速は，6～7 歳児とお年寄りは同じくらいの速度であ

る一方で，若い大人はそれらよりも速いことが報告され

ており[41]，年齢を重ねるにつれて線形に変化する要素

だけでなく，大人の女性においてピークを迎える要素も

存在することが，今回の結果に繋がっている可能性が考

えられる。 

第1主成分 第2主成分 第3主成分

若い感じの声 -.99 .05 .00

かわいい声 -.97 .04 -.17

渋い声 .95 -.17 .05

明るい声 -.94 -.02 .13

高い声 -.93 .02 -.14

生き生きとした声 -.92 -.03 .32

子供っぽい声 -.91 -.37 -.10

かすれた声 .91 -.30 -.09

通りの良い声 -.89 .28 .27

つぶれた声 .88 -.37 -.01

澄んだ声 -.87 .44 .03

がらがら声 .87 -.39 .00

だみ声 .85 -.42 .00

ドスの効いた声 .84 -.30 .27

響きのある声 -.84 .24 .23

張りのある声 -.81 .09 .54

太い声 .79 -.17 .42

落ち着きのある声 .74 .63 -.01

金きり声 -.72 -.34 -.17

色っぽい声 .02 .96 -.02

品のある声 .40 .89 .00

女性的な声 -.14 .68 -.43

鼻の詰まった声 .02 -.64 -.27

迫力のある声 .43 -.27 .75

弱々しい声 .64 -.03 -.69

寄与率 .74 .14 .05

累積寄与率 .74 .88 .93

主成分負荷量

図-1 キャラクターごとの主成分得点 (a)第1主成分 (b)第2主成分 (c)第3主成分 
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 また「少年らしさ」については，「張りのある声」「太

い声」「迫力のある声」などが主観的印象として関連が

深く，これは声優のボイスサンプルを用いた先行研究と

同様の傾向である[9]。先行研究では 3 名の女性声優が

それぞれ異なる文章を読み上げたボイスサンプルを用

いていたが，今回，同一の文章であっても同じ傾向であ

ったこと，また 10 人の女性声優の音声を用いてある程

度共通した傾向が示されたことは，女性声優におけるあ

る種の典型的な「少年らしさ」の表現が存在しているこ

とを示唆している。一方で，4.2 項にも記載する通り，

本来，少女の声と少年の声には大きな差はないため，こ

れは日本のアニメにおいて特徴的に発達してきた表現

である可能性が考えられる[8]。 

4.2 意図したキャラクターと音響特徴量との関係 

 意図した 5キャラクターごとの音響特徴量（表-2）の

違いをみると，まず女性4キャラクター（幼い少女・中

高生程度の少女，大人の女性，老婆）については，実際

の加齢変化との関連が見て取れる。たとえば，基本周波

数は声帯の長さと，スペクトル重心は声道の長さと身体

的には関連しており，年齢を重ねて身体が大きくなるに

つれて，いずれも値が低くなっていくことが知られてい

るが[2,3,4,5,6,7]，老婆のスペクトル重心を除いて，整合

的な音響特徴量の変化が示されている。また話速につい

ては，幼い子供や老人に比べて，大人の方が速いことが

報告されているが[41]，これも整合的な音響特徴量が得

られている。 

 少年声については今回，「幼い少女と同年代」を想定

した演技を依頼した。すなわち，声変わり前の少年声を

演じることを求めた。身体的特徴と関連する基本周波数

およびスペクトル重心を考えると，成人の場合にはいず

れも男性の方が低い一方で，声変わり前の男女では大き

な差がないことが報告されている[2,3,4,5,6,7]。しかしな

がら，幼い少女，中高生程度の少女，少年で基本周波数

とスペクトル重心を比較すると，基本周波数は少年が最

も低い一方で，スペクトル重心については幼い少女と中

高生程度の少女の間に少年が位置している。すなわち，

基本周波数とスペクトル重心に着目すると，本来は特徴

量に大きな差がない声変わり前の男女を演じ分ける際

に，通常は身体と関連して相関した変化をするこれらの

特徴量が，基本周波数は低くなる一方でスペクトル重心

は高くなるという通常と異なる変化をしていることが

見て取れる。少年らしさを表現する際に，単にどちらの

特徴量も低くするわけではなく，基本周波数は下げつつ

スペクトル重心を上げることで「幼い少女ではないが単

に年齢を重ねた女性ではない」声質を実現している可能

性が考えられる。 

スペクトル重心が高いと，同じ基本周波数でも知覚的

な声の高さが高く感じられることが報告されており[5]，

そのような錯覚を活用することで，実際には差がない声

変わり前の男女の声の区別をつけている可能性も考え

られる。女性声優の少年声は日本のアニメで独特に発展

してきたものであり[8]，「なぜこの声が少年に聞こえる

のか」を深掘りすることで，ヒトの音声知覚やアニメを

始めとしたメディア芸術における音声表現に関する理

解を深めることができるかもしれない。 

4.3 演技音声の主観的印象と音響特徴量との関係 

本項は主観評価結果の主成分得点と音響特徴量との

関係についての考察であるため，4.2 項が「意図したと

考えられるキャラクターごとの音響特徴の違い」であっ

第1主成分 第2主成分 第3主成分

基本周波数 -0.67 0.35 -1.27

スペクトル重心

スペクトル傾斜 -0.14 0.76 -0.86

倍音振幅差分 0.20 0.17

平均パワー -0.14 -0.40 0.83

非周期性指標

基本周波数 -0.14 0.61

平均パワー -0.07

-0.42 0.38 0.19

-0.17

6.05E-16 2.94E-16 -1.18E-15

0.9022 0.5322 0.4800

太字下線：p < .001、太字：p < .01、下線：p < .05

文字のみ：p > .05、空欄：モデル選択で削除

標準化偏回帰係数 (β)

時系列データの
中央値

時系列データの
標準偏差

話速

ポーズ長

（切片）

調整済みR
2

基本周波数
（mel）

スペクトル重心
（Hz）

スペクトル傾斜
（dB/Oct）

倍音振幅差分
（dB）

平均パワー
（dB）

非周期性指標
（単位なし）

基本周波数
（mel）

平均パワー
（dB）

336.53 1958.47 -16.67 7.99 75.20 0.59 79.67 6.64 6.56 1.81

15.88 80.36 0.65 0.77 1.34 0.02 4.16 0.27 0.22 0.18

271.63 1694.08 -14.48 9.20 73.53 0.66 73.47 6.75 7.32 1.83

13.97 61.51 0.51 0.82 0.89 0.02 5.24 0.34 0.15 0.18

225.83 1470.16 -14.10 12.88 70.02 0.67 62.22 6.64 7.28 1.91

10.43 62.31 0.52 0.65 1.19 0.01 4.12 0.51 0.11 0.17

197.36 1525.15 -15.58 11.43 68.70 0.65 55.35 6.00 6.05 2.20

8.29 90.95 0.76 1.36 1.10 0.02 3.14 0.35 0.18 0.35

259.60 1800.57 -16.39 8.13 72.75 0.62 72.57 7.10 7.03 1.79

12.08 69.95 0.69 1.11 1.16 0.02 3.40 0.45 0.17 0.19

話速
(モーラ/秒)

ポーズ長
(秒)

少年

時系列データの標準偏差

幼い
少女

中高生程度の
少女

大人の
女性

老婆

時系列データの中央値

表-2 キャラクターごとの音響特徴量（それぞれ上段は話者間平均，下段は標準誤差を表す） 

表-3 主成分得点と音響特徴量との重回帰分析結果 



 6 

たのに対して，「実際の聴取時の主観的な印象を決める

特徴量」に関する考察となる。すなわち声優が，どのよ

うな特徴量を操作することで主観的な聴取印象を適切

にコントロールしているかに関する考察である。 

まず，第 1主成分の年齢については，音響特徴量とし

て基本周波数の低さや基本周波数の変化の小ささ（すな

わち抑揚の小ささ），話速の遅さと関連していた。基本

周波数や話速は 4.2項にも記載した通り，実際の加齢変

化とある程度整合的だと考えられる[2,3,4,41]。また，話

速が遅く抑揚が小さいと「落ち着きのある声」として知

覚されることが報告されており[42]，落ち着きによって

加齢を表現している可能性が考えられる。 

 第 2 主成分と第 3 主成分は「大人の女性らしさ」と

「少年らしさ」をそれぞれ表現していると考えられ，こ

れらの間で標準化偏回帰係数が逆になっている特徴量

として基本周波数，スペクトル傾斜，平均パワーが挙げ

られる。基本周波数は女性の方が男性より高く[2,3,4]，

スペクトル傾斜も女性の方が男性より大きいことが報

告されており[43,44]，少年における「男性らしさ」の表

現として整合的だと考えられ，1人の女性声優の女性役

と男性役の基本周波数の差異について検討した先行研

究とも整合的である[10]。また，パワーが大きいと「迫

力のある声」として知覚されることが報告されており

[42]，「迫力のある声」は「男性的な声」として評価され

る傾向も示されている[9]。スペクトル傾斜と関連する

気息性は「息漏れがあり柔らかい感じ」であり，スペク

トル傾斜が低い声はその逆として「迫力/張りのある声」

として知覚される可能性も考えられる。このように複数

の特徴量を適切にコントロールすることで，主観的な印

象としての声の「女性らしさ」と「男性らしさ」を表現

し分けている可能性が示された。 

4.4 本研究の限界と今後の展望 

本研究では女性声優の演技音声における年齢・性別の

表現のみを対象としたが，実際にキャラクターを演じる

際には，これらの要素だけでは不十分である。たとえば，

キャラクターの性格も適切に表現する必要がある。先行

研究において，声質は発話者のパーソナリティの判断に

影響を与えることが知られている[45,46,47]。音響特徴を

操作した実験では，発話速度[48,49,50,51]，声の高さ[52]，

抑揚やイントネーション[51,53,54]，母音の明瞭さ[55]と

いった声質と発話者の性格印象との関係が報告されて

いる。関連して社会的印象についても，発話の韻律的特

徴によって変化することが知られている[56,57]。音響特

徴量の操作ではなく人間による演じ分けの場合でも，同

一声優による異なる性格を持つキャラクターの演技音

声を分析した研究や[16]，メイド喫茶における「ツン」

と「萌え」という異なるタイプ（役割）を演じ分けた音

声間で韻律的特徴が異なることを示した研究[14]，アニ

メーションにおける善玉と悪玉ではステレオタイプ的

な声質が異なっていることを報告した研究[17,18]，アニ

メ映画である『ズートピア』を対象に，異なるパーソナ

リティのキャラクター間で聴取印象や音響特徴量を分

析した研究[12]などが存在している。キャラクターの声

のステレオタイプ性と音響特徴量との関係について調

べた研究もあり[13]，声のステレオタイプの 3次元モデ

ルについて提案した論文などを踏まえると[58]，「与え

たいキャラクター印象を与える声」の表現についてより

理解を深めるには，さらなる検討が必要である。 

また，顔と声との認知的処理には様々な共通点がある

ことや[59]，顔だけを見て「その人の声がどれか」を一

定程度は当てることができること[60]，顔と声を関連づ

けるには言語内容よりも韻律のような話し方が重要で

あることを踏まえると[61]，キャラクターの見た目から

受ける印象と声に対して抱く印象を適切に一致させる

ことも重要となってくる。逆に，そのようなキャラクタ

ーに対してヒトが抱く印象や，与えたい印象と声質との

関係が明らかになれば，たとえばゲームキャラクタの声

を自動推薦するシステムを作るような工学システムへ

の応用が考えられる[15]。 

性格印象や社会的印象のような，ある程度キャラクタ

ーの中で固定されているものに加えて，特定のキャラク

ター内でも変化する要素，たとえば感情をはじめとした

心身の状態に関する表現も重要である。音声に含まれる

感情については多様な研究が行われてきているが

[2,62,63]，中でも演技音声に着目したものとして，たと

えば感情を表出した音声を対象とした研究において，自

発的な発話と演技発話の間で音響特徴量が異なること

が報告されており[37,64,65]，演技音声の方が自発音声よ

りも感情の表出が明快で大げさなものとなりやすいこ

とが知られている[66]。他にも，嫌悪感情を意図した演

技音声に関する研究や[67]，感情とはやや異なる疲労状

態を表現する演技発話の特徴量に関する研究もおこな

われており[38]，“リアル”な心身の状態と演じられた心

身の状態でどのように音声が異なってくるのかも含め

て，適切なキャラクター表現を考える上では検討してい

く必要がある。 

また，自発音声と演技音声の違いだけでなく，実際の

アニメにおける“リアル”な演技音声と，今回の実験に

あたって収録を依頼した演技音声では，表現が異なって

いる可能性にも留意が必要である。今回は音声収録にお

いて，1人で，同じ文章の読み上げにおいて，異なる年

齢・性別のキャラクターを演じることを求めたため，実

際のアニメ収録のような掛け合いもなく，またセリフが

キャラクターを表現しえない条件となる。そのため，よ
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りステレオタイプな，極端で分かりやすい典型的な演技

をしている可能性が高い。実際のアニメにおける声質を

調べた研究も様々に存在しているが[68,69,70,71]，これ

らの研究が対象とした演技音声と，今回のような演技音

声では，その表現や主観的印象，音響特徴が異なってい

る可能性もあり，この点についても今後比較検討を行っ

ていく必要がある。 

今後の展望としては，キャラクターや表現したい主観

的印象と音響特徴量との関係が明らかになることで，上

述したような，推薦システムなどの工学応用が考えられ

る[15]。あるいは，同一の発話者が異なるキャラクター

を演じた際の音響特徴量の変化が明らかになることで，

「誰かの声になる」とは別の形で，発話者の個人性を保

ったままで「表現したいキャラクター性の声になる」よ

うな声質変換の実現に繋がるかもしれない[9,72]。また，

声質変換ではなく，たとえば「適切なキャラクターが表

現できているかをフィードバックするシステム」を用い

たトレーニングであったり，あるいは適切に表現できて

いる声質をフィードバックすることで目指す表現が明

確になった状態でトレーニングが可能となったりなど，

声による演技のトレーニングに活用できる可能性も考

えられる。声によるキャラクター表現は，アニメに限ら

ず，たとえば昨今隆盛を見せる VTuber（バーチャル

Youtuber） でも重要であると考えられ[73]，声とキャラ

クターとの関係についての理解が深まることで，メディ

ア芸術のさらなる発展に繋がることも期待できるであ

ろう。 

 

5. おわりに 

 

 本研究では，同一の文章を複数の声優が異なる年齢・

性別を意図して読み上げた音声を用いて，聴取実験なら

びに音響特徴量の解析を行った。その結果，意図した5

キャラクター（幼い少女・中高生程度の少女，大人の女

性，老婆，少年）が演じ分けられていたことが聴取実験

から示された。また，女性4キャラクターについては実

際の加齢変化との関連が見て取れる音響特徴量の違い

が示された。一方で少年声については「少年らしく聞こ

える」ように特有の音声表現が用いられている可能性が

示唆された。本研究では女性声優の演技音声における年

齢・性別の表現のみを対象としており，キャラクター表

現の全てを検討できているわけではないが，今後さらな

る検討が行われることで，メディア芸術におけるキャラ

クター表現の理解深耕や工学応用が期待できるであろ

う。 
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英文アブストラクト 

 

Acoustical features relating to the representation of age and gender in acting voices by female voice actors. 

 

In this study, we conducted listening experiments and analyzed acoustic features using acting voice by female voice actors who 

intended to represent different ages and genders. The results demonstrated that the listening impressions of the five intended 

characters (a young girl, a teenage girl, an adult woman, an elderly woman, and a young boy) were subjectively distinct from each 

other. Furthermore, regarding the acoustic features related to character expression, for the four female characters, it was observed 

that there was a correlation with actual age-related changes, whereas for the young boy's voice, it was indicated that there was an 

unique expression to represent “boy”. In the discussion section, we explore the possibility of advancing the research by targeting a 

broader range of character expressions, while also presenting prospects for deepening the understanding of character expression in 

media arts such as anime and its applications for voice engineering. 


